1941年度対衝に於ける火星協同観測結果報告(3) by 伊達, 英太郎
Title1941年度對衝に於ける火星協同觀測結果報告(3)
Author(s)伊達, 英太郎




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
278 天界2弱
　　1941年度封衝に於ける
火星協同観測結果報告（3）
Reports　on　Marg．　Observations　in　1941．
遊星年式長　伊達英太郎　E．Date．
　　　　　　　　　　　　　第2厘一10。～700
　　　　　　（マルガリチ1フェ1レ瀞，エリツレゥム海，オ1ロラ海附近）
　溝この：地旺で最も眼に付く大きい海としてはエりッレヴム海で，其北端東部の
一角を形づくるのがオlnラ聲である．マルガリチーフ＝ル濁につV・ては，バンド
’1ラ海峡を読明したついでに詳述したので，ここでは省略する．このマルガリ
チ1フェル濁と，西方のオ1ロラ濁の間は，地挾歌となり，ピレ地方と呼ばれて
みるが，ピレ地方の北端は旧くなって，この部分．を老懸スと臥し，オ1ロラ海
峡を隔てNアロマチゥム岬に試してみるが，前田氏はこのピレ地方を，美しV・標
準形に観測してみる．（第2圖），
　オ1ロラ滞は，其の形歌が図形になったり，　　　　　第2圃
角張つた形になったり，二形するが，今回ば
面形を呈してみた如く見受けられる（前田氏，
伊達）．只渡邊氏によると，　マルガリチ1フ；
ル濁に似た図錐形を呈してみるが，これは同
湾が像の縁に近い爲，細長く見えたものと老
へるべきである．
　アルジレ大陸の北方一帯のエりルヴム海1．9・
オーロラ灘，
このエリッレ’ウム海の青次色に蜀し，
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　　　　　　メリディヤ1二湾の濃度に比較すると，牛調部と賦しても良い．
　　　　　　　　　　　　　　　　其の南部に位する圓形の大陸アルジレ1は，
コントラストにより特に黄樫色が強く見られる傾向があり，今回の樹衝にも，
非常に判然とした黄白色を感じた．アルジレ1の西部にあるオギヂス地方は，
前田氏の色彩スケッチによると，白色が非常に強い．
　北孚球に移って，北緯球唯一の海と云はれるアシダリウム海を見るには，今次
の樹衝は不適當である事は，前述の理由で明らかである．事資，全見取圖中
に，アシダリウムを謁いたものは1枚も認められないが，只1枚，渡邊氏の十月
23日2時の見取圓の，右下隅に，運河欣の淡黒い斑紋が書かれてみるが，これ
は，運河かアシグリウム海の一部が見えてみたのか，一寸疑問である．
　還河アシダリウム海からルナ湖（月湖）に走る2本の太V・二ロケラスは，北半
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球の良く見える封書には非常に濃い吝しい存在であるが，今次の饗衝には殆ん
ど認められてみす，只村山氏のスケ。チ中の藪枚にルナ湖と共にニロクーラスの北
西部の一・xsが書かれてみる．　t因にルナ湖は大きい2ケの斑黒占に襯測されてるる，．
　次に著しい運河の一つとしてオ1ロラ轡からルナ湖に走るガンジスとイステ
ルの2本がある．この爾蓮河に狭まれた地方は，牟調色であるが，時として非
常に濃化して恰も1本の頗る太い蓮河（否，もうこれ位太くなると“運河”とは
呼ばれす“海峡”と穂すべきだが）となり観測者を面喰はす事があるが，1939
年度は其一一例だつた．今回は，論り濃くなく，牛調色で，太V・運河駄を示した
が，村窮民の見取日中には雨側のガンジス、・イステノじ爾運河を認めてみる．
　ガンi｝〉スの西側に，火星領野，最も濃い模様として有名なイゥペンタ象と，こ
れもオ1ロラ薄を結ぶ細v・ベチス蓮河があるが，これは，今年も絵り著しく濃
くなかった模檬で，只前田氏の見取圖No，2（十月10日23時15分，本誌本號口総
第14圖参照）に，絹當濃iく書かれてみるが，同Noユ2（十一月17日22時0分）の
見取圖には全然現はれてるなV・事を見ると，この地方一帯には，雲の出現が頻
繁な爲か，叉は濃いが，小さく，且，細い模様である爲，良覗欣と，相當の大
きい口径を要するかの，どちらかであらうと思考される．
　オ1・ラ轡からチトニウス湖に走るアガトデ愚ン運河は，難くカ1ブした美し
く，且，濃い運河で，10糎級にも明らかに認められる。今回も10糎級以上を使
用した観測者杢部によって見られてるるが，前田氏の色彩スケッチによると，緑
次色に書かれてみる．
第3二一70。～120。
　　　　　　　　　（ソリス湖，タウマジヤ，タルシス地方）
　海・湖この地面としては，海と呼ばれる匝域無く，只，南極附近一60。邊迄の
一帯を才1ストラ1レ海（南海）と稻されてるるが，南極に近い爲，詳細な観測
’を直行する事は困難で，一帯に牛調色の寒い廣がりを見るのみである．
　ソリス湖の東南に診る一帯は，：7リキシ地方と呼ばれ，その毒血に怠る特に勢
い斑黒占をコラシス港東デル7イニ＝港と呼び，このコラシス港の南部に接する暗斑は
ポンチカ低地と呼ばれてみる．これ等はアントニヤヂ氏によって命名されたもの
であるが，この中，コラシス港及ポンチカ低地は今回の甥衝に特に著しく，前
田，渡遇の靴墨勲爵民部畏に依って確認された（本誌前號唐本號口書爲眞90。中
心のスケッチ集第8，9，14圖参照）
　ボンチカ低地とその西：方ベチス港との間にある長三角形ゐクリソケラス地方
は，今回の封土には明瞭に認められ，特に渡邊践に依って十月3日21時に非常に
明瞭に其形朕がキャッチされた．
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　ペチス港は相當濃い斑貼を示し，15糎級の器械にも認められた．
　厳いで，この地還最大の畑物たるソリス湖（太陽湖）に移る．火星の律師と別
稽される賭けに，このソリス湖が，タウマジや地方の中央に其偉容を示しなが
ら，火星面中央子午線を通過する有様は，大シルチスの南中と共に，正に火星
観測の墜巻である．毎甥衝毎に書く文句だが，今回は南白球が地球に傾ける丈
け傾いた封衝であったために，ソリス湖とタウマジや地：方とは充分に襯察する
事が出語た筈である．
　さてこのソリ不湖の形歌が，肇寸衝毎に攣宿するのだが，これは，ソリス湖そ
のものの攣形もあるけれど，ソリス湖から八：方へ出てみる運河の消長と攣形に
も其因はある．今回は，ソリス湖から眞北チトニウス湖へ走ってみるカリドン
蓮河が，濃く太く憂撫したため，ソリス湖の形は一見勾王状を呈した．この攣
形の確認は，小口径には三々無理であったが，大副15糎以上の口径には認め得
られた様で，20踵以上の使用者（渡邊，前田，木邊都響の3氏及筆者）に確認されて
るる溶，これ以外にも村山氏（12．5糎），富田氏（10糎及小嶋氏20糎），頼氏（10
糎）にも認められてみる．（第3圖謬照）
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　ソリス湖其物の形欺は，濃さが1939年度に比し濃くなった以外，大した攣密
なく，20糎級の使用者には，2～3個の斑黒占（小湖）の集合に確認されてるる．
（本誌前略及本號口書900附近の見取圖参照）
　ソリスの北方に並ぶチドウス湖は，ソリスに比し稽淡いが，渡邊氏により3
個の革嚢占に分離され，この中，最東端に至るメラス湖は非常に濃く，～二の地匹
でも最：も濃く槻られた．
　西へ進んで，チ】・ニウス湖の西南にあるフtエニシス湖は今度の封衝は隔り著
しい謡物ではなかった．併し，シレヌム海の先端から走るアラクセス運河の東
南端に圓ぐ黒占を打つた如く見られた．このフォエニシス湖とチトニウス潮を糠
ぐノクス運河は渡邊氏により確認された．
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　北牟球に移って，95。～200の邊にあるアスクレウス湖は，只渡邊氏のスケッチ中
の一枚に見られるのみで，非常に見難かつた事を物語ってみる。
　蓮河最も濃いものはオ1ロラ轡からメラス湖畔酔い曲線を書いてみるアカト
デモンであって，これは，8糎級の口穫にも認められる程，濃いものであって，
メラス湖と其濃度を競ってみるかの如く見られた．その南方エリスレウム海と
ソリス湖を連ねてみる＊ク参ルも可成り濃く，これを始めとして，タウマジや
地方ソリスを：取巻く車軸歌の淫心の中ベチス，エオズフtr舜ス，及前述のカリドン
め3蓮河が特によく認められた．ベチス港とフォエニシス湖を結ぶ長V・フxlシス
運浦は，見える年と見えなV・年があり，汐ウマジや地方の形状を左右してみ
る．1939年の大接近期には相国著しかったが，今回は稽々淡化して，20糎級に
も，悪庭草の許には見られなかったが，十月3日夜渡邊民が25糎300×で確實に
キャッチされてるる．（本誌前論資本號口書スケッチgoo附近のもの参照）それ
故1ソリス湖を間むタウマジア地方の形状は楕隊形に見られた．
　北寒々へ移って，＋20。以北には，淡い細い運河が相當多くあるのだが，今回
は火星の傾の爲見る事は不可能であった．
　　　　　　　　　　　　第4匝一1200～1800
　　　　　　　　　　　　（シレヌム海附近）
　シレヌム海の形状を最も良く観察する爲には，今回の封衝が最も好都合だつ
たと言へる．今回の劉衝に於ける形状の持徴は，先づ先端（東端）が圓く尖っ
てみない事と中央部に南接して，カラリス鼠が認められた事で（渡邊氏の見取圖
に依る），このカラリス泉の瞼出は，南半球が極度に地球に傾いた今回の射衝な
ればこその瞼出で，渡邊氏の努力を多としたい．
　シレヌム海の色彩は前歯義によると中央に來た場合は緑鼠色に見えてみるが，
像の端に來た場合セルリアンブリュiに認めており，“これは多分屈折現象によ
るのだらう”と註されてみる．因に同氏ぽシルチスにもこれと同現象を認めて
’みる．（後章参照）
　シレヌム海は小口径には一様の濃度に見えるが，15糎以上には部分部分が特
に濃く見られ，案外濃淡に富んだ海である．特に尖端部と中央部北側の突出部
！ゴルゴヌム麗）と後端雨側が濃い．がこれ等㊧槍出は相當の口脛と熟練せる眼
とJ’ ｻして良視状を必要とする．
　この地嘔に目立つた模様は上記のシ1ノヌム海のみであるが，南極に近いチレ
亘及び次の地細に績くクpxウム海がシレヌムの南部に見え，これ等は渡邊，前
田爾氏木邊都長等の熟練者を初め10糎以上の口細には大艦見えた様子である．特
にシレヌム海の東端附近から南：方ヘカ1ヴした美しV・シ竪イス十河は前田氏に依
り美事にキャッチされてるる．（未完）
